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1. はじめに 

 裂田水路には 24 種類もの魚類の生息が確認されており、そ

の中には福岡県のレッドデータブックに掲載されているもの

が 8種も確認された。スナヤツメ(Lethenteron reissneri)も

裂田水路で確認された希少種の中の 1 種である。スナヤツメ

はヤツメウナギ目ヤツメウナギ科に属し、一生を河川で過ご

す。生息場所は成長段階によって異なり、幼生期では砂泥中

に住み、成体期には河岸に繁茂した草本類の茎や根の隙間に

隠れたり、浮石の下に潜り込んで過ごす 1)。スナヤツメは流程

が約 10km にも満たない河川には生息しない場合が多いが、裂

田水路では短い区間にその存在が確認された。現在、スナヤ

ツメが生息している区間は、平成 15 年～19 年にかけて改修さ

れることになっており、歴史水路の保全、親水空間の提供な

どが目的とされている。しかしながら、この改修によってス

ナヤツメがどのような影響を受けるかはこれまでのところ明

らかになっていない。そこで、本研究の目的は、裂田水路に

おける護岸改修区間でスナヤツメの生息調査を行い、改修前

後でその生息量にどのような変化が表れるかを明らかにする

ことである。 

2.調査概要 

2.1 調査地点 

 図 1 は、調査地点と保護活動を行った区間を示している。改修前

に図中の a、b、c区間において水生生物の調査を行った。日付はこ

の区間で調査を行った日を示している。改修区間内に A、 B、 C 地

点を、未改修区間に D地点の計 4地点を調査地点に設定し、ひとつ

の調査地点の区間長を 5ｍとして調査を行った。図 2 は、各地点の

断面形状を模式的に示している。 

2.2 調査方法 

物理環境調査:まず水路幅と水面幅を測定し、水面幅を 6分割する。

右岸左岸からそれぞれ20cm、40cmの測定点を含め、計9地点を測定。

測定は、水深、流速、河床材料の 3項目を行った。縦断方向に 2.5m

ピッチで計 3断面測定した。流速計は電磁流速計(マーシュマックバ

ニー社製 電磁式流速計モデル 2000FLO-MATE)を用いた。 

生物調査:地点の上流、下流端にブロックネットを設置し、電気シ

ョッカー(エレクトロフィッシャーLR-24 型)を使用し水生生物を採

取した。採取した水生生物は、その場で種の同定を行うと同時に、

体長・重量測定および個体数の計測を行った。調査終了後、採取し 図 2 各地点の断面形状 

図 1 調査地点と保護活動を行った区間 
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た水生生物は水路に戻した。改修前の生物デー

タは前年度の調査時のものを用いた。 

3.調査結果 

 表 1 は、改修前後の確認種を示している。ス

ナヤツメは改修前、全区間で確認されていたが、

改修後では確認することができなかった。約 1

年の期間ではスナヤツメの生息場は回復されて

いないと考えられる。この表から、改修後、戻

ってきている種もいるが、準絶滅危惧種である

アリアケギバチ、ドジョウ等の希少種は戻って

きていないことがわかる。 

 図 3 は、スナヤツメの生息量の地点毎の比較

を示している。この図から、改修前全地点に生

息していたスナヤツメは、改修後 1 年では一匹

も戻ってきていないことがわかる。 

 図 4 は、C地点の改修前後の粒径加積曲線を示

している。護岸改修前後で粒径 1mm 以上の粒度

分布はほとんど変化していないことがわかる。

それに対して、0.075mm 以下の細粒分は改修後減

少していることがわかる。この細粒分の変化がスナヤツメの生

息に影響を与えていると考えられる。 

 図 5 は、D 区間の粒径加積曲線を表している。体長 5cm 以上

のスナヤツメは粒径 2mm 未満の底質を好み、5cm に満たない小

型固体は粒径 0.125mm 以下の砂が 50%程度の割合で含まれてい

る底質を好むと言われている 1)。この図から、どの箇所も 2mm

未満の粒径は多いが、0.125mm 以下の砂が 50%に達していない。

このことから 5cm 以下の個体には住みにくい環境であると考え

られる。調査結果から、この地点で 10cm 以上の個体しか確認さ

れていないのは、これに拠ると考えられる。 

4.おわりに 

 今回の調査によって、昨年度改修した区間には、改修後一年

では、スナヤツメが一匹も戻ってきていないことがわかった。

これは護岸改修伴う流れの変化が、河床を構成する材料に影響

を与えていることが原因であると考えられる。今回の調査では

スナヤツメが戻ってきていなかったが、今後戻ってくる可能性

も考えられるので、今後も調査を続け、生息場の回復状況をモ

ニタリングする必要があると考えられる。 
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表 1 改修前後の確認種 

図 3 スナヤツメ生息量比較 

図 4 C地点の改修前後の粒径加積曲線 

図 5 D地点の粒径加積曲線 
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